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「佐世保市は慢性的な水不足が続いており、2024年度には4万ぶも

の水源不足が予測されるので、解決には石木ダム建設しかない」と

市は説明していま九 1994年 の大渇水から20年間、佐世保市では

一度も断水はおきていません。2008年以降、ダムの貯水率の平均

は毎年 90%を 超えていま九 実際の給水量も年々減少傾向。人口

減少や山I水機器の普及などに起因するもので、日本:全国の水需要

いしたものではない。野口川など他の支流の氾濫や内水氾濫の対

策を講じることが急務でありtそ れを怠ればt仮に石木ダムを造っ

ても1'90年のような水害を防ぐことはできなぃ」と指摘してぃま
丸 近年は想定外のグリラ豪雨なども頻発 していま九 :想定外の大

雨にともなうダ|ム からの放流でいっきに水量が増 し1か えって深刻

な被害をもたらすケースも報告されていま丸
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市は説明していま丸 1994年 の大渇水から20年間、佐 lll保 市では

一度も断水はおきていません。2008年以降、ダムの貯水率の平均
は毎年 90%を 超えていま丸 実際の給水量も年々減少傾向。人口

減少や節水機器の普及などに起因するもので、日本全国の水需要

は減少し続けていま丸 しかし、佐世保市の予課1は急激な増加傾向

を示していま九 下のグラフは、2012年度の石木ダム事業再評価の

際に市が示した新たな水需要予演1で九 一日最大給水量の予測値

は2014年度から急激に増加していますが、実績値は減少、その差は

14,500ご にも達 しま丸 工場用水の予測値は4年間で3.5倍 (2011

年度実績値に対して2015年度予測値)と いう数字で丸 ダム検証の

あり方を問う科学者の会から「極めつきの虚構」と評されました。適

切な水需給計画を立てることが望まれま九
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石木ダム事業は長崎県と佐世保市の共同事業で、その負担割合は

県が65%(約 185億円)で佐世保市が35%(約 100億円)で 丸 そし

て、県や市にはそれぞれ国からの補助金が交付されま丸 県には国

土交通省から半分(92億 5千万円)が、佐世保市には厚生労働省か

ら3分の二(33億 2千万円)が補助されま九 っまり、石木ダムには日

本国民の税金も126億円近 く使われることになっていま丸 国の抱

える財政赤字は刻々と増え続け、国民一人当たりの借金額が 1千

万円を超えている今、税金の使い道は吟味する必要がありま九 ま

た、関連水道施設の整備が必要で、その費用 254億 円の9割以上

が佐世保市負担で九 ダム建設費と合わせると、佐世保市負担の

総額は298億 円にものぼりますが、この事実をほとんどの市民は

知 りません。そして、その財源内訳は一般会計出資金 53億円、水

道局負担金 245億円となっていま丸 水需要が減 り続け、水道料金

収入が減少する水道局。結果的に水道料金の値上げに繋がりま丸
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川棚町民は戦後70年間に4回の洪水被害を経蔵していますが、最

後の1990年の洪水後におこなわれてき
.た
河川改修により対策がす

すみました。改修工事が全て完了すうと、過去4回 と同程度の大雨
が降った場合、石木ダムがなくても川は温れないと県も認めていま

丸 それでも100年 に1度 の大雨に対応するため、石本ダムが必要

だとしていま九 河川工学の専門家によれば「100年 に1度の大雨の

場合の水位を計算すると、堤防の若千の嵩上げ(最高4cm)を 川棚

川の非常に短い区間で行いさえすれば十分に対応でき、費用はた
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出典 :佐世保市水道局の資料

ドデータブックの絶滅危惧 I類カワガラス、ヤマセミ、トノサマガエ

ル、オナガサナエ、絶滅危惧 II類カスミサンショウウオ、ヤマトシマ

ドジョウ、コムラサキ、クロサナエ、オジロサナエなど貴重な生き物

が棲息する命あふれるスポットで九 石木川は小さな川で、まるで

唱歌『春の小川』そのままで九 メII原で生まれた子どもたちはここで

魚を追いかけ、遊び、育ってきました。大人たちは石木川の清流で美

味しい米や野菜を作り、元気な子どもを育ててきました。そして、今

もここには赤ちゃんからお年寄りまで約 60人が暮らしていま丸 ま

るで 1つ の大家族のようで丸 今の日本がどこかに置き忘れてきた

風景と人々の絆が残っている、まさに絶滅危惧集落かもしれません。

私たち日本人は誰でも財産権や居住権といった人権が憲法によって

保障されていま丸 個人の財産は誰からも侵されてはならないはず

で丸 しかし、そこには公共の福祉に反しない限りという制約があり

ま丸 長崎県や佐世保市は、石木ダム建設は県民市民の公共の福祉

に資するものとして、現在、強制収用のための手続きを進めていま丸

2014年 9月 に最初に収用裁決申請された4世帯の農地についてはす

でに収用委員会での審理を終え、後は判断を待つばかりで丸 今後、

宅地も収用裁決申請がされ、裁決まで進んだ場合は、明渡し期日ま

でに住民は出ていかねばなりません。従わなければ、知事は行政代

執行を命じることができ、人々が暮らしている家を取 り壊すことが

できま丸 民主主義国家のこの国で 13軒もの家を取 り壊し60人 の

人々を行政代執行により強制`的 に追ぃ出すことで実現 したダム事

:業はありませんもほんとうに必要なダムであるかを皆で考えましょう。

協力 :石木川まもり隊 「いのち育む清流を未来へ」
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石木ダム建設予定地「り|1原 (こ うばる)」 は、春は菜の花、秋はコスモ

スが咲き舌Lれ、夏にはゲンジボタルの乱舞も見られま丸 長崎県レッ


